
　

麻
生
地
区
青
少
年
育
成
委
員
会（
松
井
智
子
会
長
）

と
麻
生
ま
ち
づ
く
り
協
議
会（
大
門
隆
司
会
長
）、
麻

生
児
童
会
館（
廣
田
昌
哉
館
長
）の
３
団
体
共
催
事
業

「
も
ち
つ
き
ぺ
っ
た
ん
」
は
24
年
12
月
７
日
、
麻
生

総
合
セ
ン
タ
ー
内
体
育
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講師による飾り切りの実演に、「すご〜い」と
目を輝かせる子どもたち

㊤児童会館職員ら〝若手〟のつ
き手㊨ふたりで仲良くぺったん
㊦つきたて餅を大急ぎで小分け
するスタッフ

タ
カ
ア
ン
ド
ト
シ
の
ト
シ
さ
ん
も
ぺ
っ
た
ん

一
つ
作
る
た
び
に
「
も
っ
と
や
り
た
〜
い
！
」

〝
バ
ス
タ
オ
ル
３
枚
で
作

る
枕
〟を
実
演
す
る
講
師

地
域
に
根
ざ
し
た
ま
ち
づ
く
り

北
区
長
　
佐
藤
　
伸
二

連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

会
長
　
大
門
　
隆
司

麻
生
ま
ち
づ
く
り

協

議

会

町
内
会
活
動
に
ご
協
力
を

会
長
　
田
中
　
　
巌

麻
生
連
合

町
内
会

　

謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
方
に
は
、
明
る
く
、
希

望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
は
北
区
の
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
に
多
大
な
る
ご
支
援
・
ご

協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

麻
生
地
区
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、「
麻
生
ま
ち
づ
く
り
活
動
ビ
ジ

ョ
ン
」
に
基
づ
き
、
広
報
紙
の
発

刊
や
防
災
・
減
災
の
研
修
会
な

ど
、
多
く
の
活
動
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
こ
と
を
大
変
心
強
く
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
ご
尽
力
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
皆
さ
ま
に
は
、
心
か

ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
麻
生
地
区
が
よ
り
一
層

発
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
新
し
い

年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
明

　

令
和
７
年
の
新
春
を
健
や
か
に

迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

麻
生
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、

麻
生
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
自

主
運
営
と
、
同
セ
ン
タ
ー
を
拠
点

と
し
て
、
自
主
性
と
自
立
性
を
も

っ
て
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
活
動
を
行
う
こ
と
を
目

的
に
、
町
内
会
を
中
心
に
麻
生
地

区
で
活
動
し
て
い
る
46
団
体
で
結

成
し
て
お
り
ま
す
。
平
成
22
年
１

月
の
事
業
開
始
以
来
、
今
年
で
15

年
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、
こ
の
間

会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
も

と
、
各
種
の
事
業
を
行
う
と
と
も

に
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
一

層
ご
支
援
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

謹
ん
で
新
年
の
お
喜
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

近
年
、
札
幌
市
に
お
い
て
は
町

内
会
へ
の
加
入
率
が
低
下
傾
向
に

あ
る
な
か
、
麻
生
地
区
に
お
い
て

は
、
昨
年
も
あ
さ
ぶ
夏
ま
つ
り
、

あ
さ
ぶ
文
化
祭
を
実
施
し
、
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
も
あ
さ

ぶ
元
気
塾
、
あ
さ
ぶ
キ
ラ
キ
ラ
タ

イ
ム
、
ふ
れ
あ
い
交
流
会
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
事
業
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
も
地
域
の
皆
さ

ま
の
協
力
の
た
ま
も
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
麻
生
地
区
の
皆
さ

ま
方
が
、
安
心
し
て
快
適
に
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
麻
生
連

合
町
内
会
と
し
て
も
尽
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ま
に
お

か
れ
ま
し
て
も
、
町
内
会
活
動
に

対
し
て
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

昨
年
４
年
ぶ
り
に
復
活

し
た
恒
例
行
事
。
午
前
・

　

麻
生
地
区
青
少
年
育
成

委
員
会
（
松
井
智
子
会

長
）
は
11
月
23
日
、
地
区

会
館
で
、
日
本
ハ
ム
の
出

前
授
業
「
ウ
イ
ン
ナ
ー
の

飾
り
切
り
教
室
」
を
実

施
。
小
学
生
と
保
護
者
18

人
が
参
加
し
、
食
べ
る
こ

と
の
大
切
さ
や
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
に
つ
い
て
学
ん
だ

　

札
幌
市
北
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
木
原
健
翔
館

長
）
は
11
月
19
日
、
大
広

間
で
「
睡
眠
と
健
康
の
知

恵
袋
講
座
」
を
実
施
。
明

治
安
田
生
命
保
険
琴
似
営

業
所
の
担
当
者
が
講
師
と

な
り
、
枕
や
布
団
選
び
な

ど
、
よ
り
良
い
睡
眠
の
た

め
の
環
境
作
り
や
睡
眠
に

つ
い
て
の
悩
み
解
決
法
に

つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
定
員
を
超
え
る

25
人
が
参
加
。
メ
モ
を
取

正賀令和７年

麻
生
連
合
町
内
会

田
中　
　

巌

会

　

長

（
麻

生

西
）

入
谷　
　

敏

副

会

長

（
学

田

西
）

山
本　

忠
幸

青

少

年

部

長

（
麻
生
駅
前
）

河
原　

誠
三

防

災

部

長

（
ヴ
ェ
ル
ビ
ュ
麻
生

）

中
村　

政
夫

防

火

部

長

（
和

光
）

妹
尾　

義
夫

同

（
創

成

西
）

田
辺　

芳
克

社

会

福

祉

部

長

（
麻
生
町
北
）

西　
　

征
司

総

務

部

長

（
と

う

ひ
）

中
永
恵
美
子

広

報

部

長

（
麻
生
市
営
住
宅

）

中
村
與
司
郎

監

　

事

（
パ
ス
ト
ラ
ル
）

山
川　

吉
春

環

境

部

長

（
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
麻
生

）

小
林　
　

勉

防

犯

部

長

（
麻

生

南
）

髙
橋　

雅
博

文

化

部

長

（
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
札
幌

）

鯉
登　

正
行

交

通

安

全

部

長

（
麻
生
中
央
）

入
谷　
　

敏

会

計

部

長

（
学

田

西
）

篠
永　

蘭
子

女

性

部

長

（
麻

生

南
）

義
達
謙
太
郎

同

（
南

麻

生
）

麻
生
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

大
門　

隆
司

会

 
 

長

入
谷　
　

敏

副

会

長

（
安
ら
ぎ
部
会
担
当
）

（
連
合
町
内
会

）

妹
尾　

義
夫

副

会

長

（
活
力
部
会
担
当
）

（
潤
い
部
会
担
当
）

（
連
合
町
内
会

）

山
川　

吉
春

潤
い
部
会　

部
会
長

（
連
合
町
内
会

）

　
　

同　

副
部
会
長

小
林　
　

勉
（
連
合
町
内
会

）

　
　

同　

副
部
会
長

廣
田　

昌
哉
（
麻
生
児
童
会
館

）

（
連
合
町
内
会

）

河
原　

誠
三

安
ら
ぎ
部
会　

部
会
長

西　
　

征
司

活
力
部
会　

部
会
長

（
連
合
町
内
会

）

田
中　
　

厳

相

談

役

（
連
合
町
内
会

）

同

篠
永　

蘭
子

）

（
連
合
町
内
会

女

性

部

木
村　
　

弘

同

）

（
商

店

街

振

興

組

合

奈
良　

正
彦

　
　

同　

副
部
会
長

）

（
商

店

街

振

興

組

合

田
辺　

芳
克

同

（
連
合
町
内
会

）

同

中
永
恵
美
子
（
連
合
町
内
会

）

る
く
幸
多
き
一
年
に
な
り
ま
す
こ

と
を
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

テ
レ
ビ
番
組
ロ
ケ
隊
も
!?

も
ち
つ
き
ぺ
っ
た
ん

蒸
し
た
も
ち
米
を
い
い
あ

ん
ば
い
ま
で
つ
い
た
後
、

子
ど
も
た
ち
が
代
わ
る
代

わ
る
餅
つ
き
を
体
験
し
ま

し
た
。
再
び
ス
タ
ッ
フ
が

つ
い
て
仕
上
げ
た
熱
々
の

紅
白
餅
を
参
加
者
そ
れ
ぞ

れ
が
丸
め
、
き
な
粉
や
み

た
ら
し
、
お
雑
煮
で
た
っ

ぷ
り
味
わ
い
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
に
は
突
如
、

ダ
ウ
ン
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着

た
10
人
ほ
ど
の
一
団
が
来

場
。
実
は
「
発
見
！ 

タ

カ
ト
シ
ラ
ン
ド
」
の
番
組

ロ
ケ
隊
で
、
タ
カ
ア
ン
ド

ト
シ
の
ト
シ
さ
ん
ら
が
餅

つ
き
を
す
る
ハ
プ
ニ
ン
グ

も
あ
り
ま
し
た
。
放
送
は

Ｕ
Ｈ
Ｂ
で
２
／
21
ま
た
は

３
／
７
予
定
。

午
後
の
部
合
わ
せ

て
30
キ
ロ
の
も
ち

米
が
用
意
さ
れ
、

約
１
２
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
会

場
に
は
、
石
臼
２

台
と
小
さ
な
木
製

の
臼
１
台
を
設

置
。
ス
タ
ッ
フ
が

後
、
ハ
ー
ト
や
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
、
動
物
な
ど
の
飾
り

切
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
「
こ
れ
も
ウ

イ
ン
ナ
ー
で
作
っ
た
の

!?
」
と
驚
く
作
品
が
ず
ら

り
。
参
加
者
は
包
丁
や
つ

ま
よ
う
じ
、
黒
ご
ま
な
ど

を
駆
使
し
て
制
作
し
、「
お

弁
当
や
オ
ー
ド
ブ
ル
に
い

い
ね
！
」
と
出
来
栄
え
に

喜
ん
で
い
ま
し
た
。

え、これも
 ウインナーで!?
日本ハム出前授業

ウインナー飾り切り教室

り
、
質
問
す
る
な
ど
、
眠

り
に
つ
い
て
関
心
の
高
さ

が
う
か
が
え
ま
し
た
。

「
睡
眠
と
健
康
講
座
」

育成委で食育イベント

北
老
福

よ
り
良
い
眠
り
と
は
？

よ
り
良
い
眠
り
と
は
？

や
っ
ぱ
り
お
い
し
い
！

つ
き
た
て 

モ
チ
モ
チ
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